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惣
開
小
６
年
生
の
卒
業
を
記
念
し
ま
し
て
、
惣
開
小
学
校
、
社
会
福

祉
協
議
会
惣
開
支
部
及
び
惣
開
公
民
館
合
同
の
三
世
代
交
流
事
業
と

し
て
、
卒
業
記
念
も
ち
つ
き
大
会
を
開
催
し
ま
す
。 

と 

き 

３
月
７
日
（
土
）
９
時
００
分
～
１２
時 

と
こ
ろ 

惣
開
公
民
館 

対 

象 

惣
開
小
学
校
６
年
生
児
童 

※
６
年
生
の
父
母
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の 

方
々
が
参
加
し
も
ち
つ
き
を
行
い
ま
す
。 

な
お
、
今
年
も
６
年
生
児
童
が
赤
飯
に 

手
紙
を
添
え
て
、
民
生
児
童
委
員
の
方 

た
ち
と
一
緒
に
、
校
区
内
の
独
居
高
齢 

者
宅
に
配
り
に
行
き
ま
す
。 

 

 

２ 月 号  
惣開公民館  

広報部 

TEL 33-1031 
FAX 33-9306 

 

日 曜 行 事 予 定 

４ 水 少年式・記念行事（西中） 

４ 水 お話会（乳幼児学級） 

９ 月 手作り教室（遊 you講座） 

１１ 水 建国記念の日（休館日） 

２３ 月 
子育てママのわくわく教

室⑤（生活文化講座） 

２６ 木 校区自治会長会 

 

 

 

 

  

昔
、
１５
歳
（
か
ぞ
え
年
）
に
な
る
と
、
大
人
の
仲
間
入
り
と
し
て
、

各
地
で
「
元
服
式
」
を
執
り
行
っ
て
い
ま
し
た
。
愛
媛
県
で
は
、
昭

和
３９
年
に
立
春
の
日
を
「
少
年
の
日
」
と
定
め
、
１４
歳
（
中
学
二
年

生
）
が
、「
自
覚
・
立
志
・
健
康
」
に
つ
い
て
よ
り
深
く
考
え
る
日
と

し
、
各
中
学
校
で
、
少
年
式
の
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。 

西
中
学
校
二
年
生
の
「
少
年
の
日
」
に 

向
け
て
の
決
意
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

少
年
式
を
迎
え
る
上
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
中
学
校 

二
年 

日
野 

恵
萌
璃 

毎
年
二
月
四
日
に
行
わ
れ
る
「
少
年
式
」
を
私
た
ち
二
年
生
は
も
う

少
し
で
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
学
活
で
幕
末
の

志
士
、「
橋
本
左
内
」
が
考
え
た
五
つ
の
誓
い
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

そ
れ
は
「
去
稚
心
・
振
気
・
立
志
・
勉
学
・
択
交
」
で
す
。
私
は
そ
の

中
で
も
自
分
が
心
に
残
っ
て
い
る
二
つ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
と

共
に
自
分
の
気
持
ち
を
紹
介
し
ま
す
。 

一
つ
目
は
、
「
立
志
」
で
す
。
こ
の
言
葉
か
ら
は
自
分
の
将
来
の
目

標
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
「
あ
と
数
年

も
し
た
ら
自
分
も
大
人
に
な
る
」
と
い
う
不
安
と
期
待
が
湧
き
出
て
き

ま
し
た
。
私
に
は
今
、
自
分
の
根
と
な
る
目
標
が
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か

ら
、
常
に
自
分
の
重
心
と
な
る
も
の
を
探
し
見
つ
け
て
実
現
に
向
け
て

努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

二
つ
目
は
、「
択
交
」
で
す
。
最
初
、
こ
の
言
葉
を
聞
い
た
時
は
「
あ

ま
り
良
い
表
現
で
は
な
い
」
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
言

葉
に
は
深
い
意
味
が
込
め
ら
れ
て
お
り
、
過
去
に
あ
っ
た
出
来
事
が
思

い
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
自
分
が
犯
し
た
過
ち
を
注
意
し
て
く
れ

た
友
達
が
い
て
、
そ
の
時
は
ム
ッ
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今
に
な
っ

て
そ
の
友
達
は
自
分
の
為
を
思
っ
て
言
っ
て
く
れ
た
言
葉
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
思
い
返
し
ま
し
た
。
以
上
の
よ
う
に
物
事
を
プ
ラ
ス
に
考

え
て
い
け
ば
す
べ
て
が
自
分
の
成
長
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
に
な
り
、

自
分
の
バ
ネ
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
五
つ
の
誓
い
が
自

分
の
気
持
ち
を
改
め
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
っ
て
、
大
人
へ
の
自
覚
を
持

ち
、
自
分
を
支
え
て
く
れ
て
い
る
人
々
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
こ

れ
か
ら
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
失
敗
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え

ら
れ
る
よ
う
に
。 

 

 男性 
２，１４３人 

女性 
 ２，０１４人 

合計 
 ４，１５７人 

世帯数 
１，９９３世帯 

(Ｈ26．12.末現在) 

 

 

● 見守り隊伝言板 ● 

地域の皆様には、いつも児童生徒

の見守り活動にご尽力いただき 

ありがとうございます。 

２月の変則下校時間（惣開小） 

１日（日） １１：５０下校 

※授業参観日です 

２日（月） 繰替休業日 

以外は１５：００下校です 

寒い日が続きますが、体調管理に

は十分お気をつけてください。 

 

 

 

 

藤原 夕海 

 

惣開小学校 ２年 
 

 

 

 

横山 瑛大 

二宮 凜 

 

田野崎 理咲 
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書は筆者の主張を表に出すのが当然ですが、観る人の事も考えてはいます。で

も書く側の考えが中心になります。書く側重視の立場を少し観る側へ譲れば一味

違った作品になると思います。観る人を書に引き付けたいからです。素通りされ

るようなら感じてくれて無いのですから、書は未完成です。主張は十分に出しつ

つ、解釈は観る人に任せるように・・とは言っても見て貰えなければどうしょう

も有りません。立ち止まって貰うには、視線を誘導し、見過されない工夫をし、

無意識に見えても明暗や、色や、大小の差が大きいと目は敏感ですから知らぬ間

に見えてしまうように視線を誘導する特質を利用したいものです。 

また、紙・墨・筆による偶発的な表現も巧妙に引き出した芸術です。やはり作

品づくりは永遠のテーマです。 （  K・A ） 

 

 

県下で交通死亡事故が多発しています。被害者

にも加害者にもならないように交通ルールや

マナーを守りましょう。 

 
・横断歩道を渡りましょう。 
・左右の安全確認をしましょう 
・反射材を身につけましょう 
・早めのライト点灯しましょう 

交通安全協会西支部 

 

 

１月７日（水）にまちづくり事業で、七草

がゆを公民館で開催しました。 

今年はちょっと参加人数が少なめでした

が、前日から準備してくれたスタッフはじ

め自治会からのお手伝いや社協惣開支部

の皆様、ご協力いただきありがとうござい

ました♪今年も地域の皆様が安全で健康

な毎日をすごせますように♪ 

 

 

新居浜市では臨時保育士を募集し

ています。応募方法などくわしい

内容は、市役所人事課へお問い合

わせください。 

 

 

【定 員】 ５人程度 

【資 格】 保育士資格を有する人 

【内 容】 市立保育園に勤務し、園児

の保育などに従事 

【報 酬】 日額７，１９０円程度 

【勤 務】 週３８時間４５分勤務 

（週休２日制） 

 

【問い合せ先】人事課 ６５－１２１３ 

子育てママのわくわく教室⑥（生活文化講座） 

 

 

１日 時 平成２７年２月１１日（水） 

     １３時開場 １３時３０分開演 

２場 所 新居浜市市民文化センター 

大ホール 

３内 容  

第一部 新居浜少年少女合唱団による合唱 

 第二部 人権啓発劇 

「ホットカフェ」 

４入場料 無 料 

 ※入場整理券は、人権擁護課または 

市内各公民館にあります。 

 

問合せ先 新居浜市市民部人権擁護課 

電 話  ６５－１２４３（直通） 

 

      公民館の危機？ 

～持続可能な開発の為の教育を目指そう～ 

日 時  ２月２８日（土） 

（受付９：００～９：２０） 

９：２０～１２：１０ 

場 所 ウィメンズプラザ３階多目的ホール 

内 容 ・開会行事 

     ・四国 ESD フォーラム 事例発表 

      パネルディスカッション 

      コーディネーター：清國 祐二氏 

      パネリスト：関 福生氏 

            近森 憲助氏 

            小松 柊成氏 

 

 

 

十全総合病院 １２日（木）・２５日（水） 

１５：１０～１５：５０ 

王子幼稚園  １３日（金）・２７日（金） 

１４：００～１４：４０ 

 

 ～誕生学「家庭で伝えるいのちのはなし」～ 

生まれてきたことが嬉しくなる「いのちのはなし」です。保護者の方々

へ「いのちのはなし」の伝え方をお伝えします。講義のあとには茶話会

を予定しています。 

 

日 時 ２月２３日（月）１０：００～１２：００ 

講 師 大塚 加奈子 先生（松山市在中 誕生学アドバイザー）            

場 所 惣開公民館 ２階会議室・和室 

参加費 １００円  定 員 ３０名程度 

申込み 惣開公民館 ℡３３－１０３１  締切り ２月１９日（木） 

※保育サポーターによる託児もあります。（先着１０名） 

託児をするお子さんの飲み物の準備は各自お願いします。 

 

 

 


